
 

家計消費の動向 

－平成２９年家計調査(奈良市)の結果から－ 

 

奈良県総務部知事公室統計課生活・産業統計係 

 

１．二人以上の世帯のうち勤労者世帯 （概 要）  

 

（１）実収入の特徴 

 奈良市の二人以上の世帯のうち勤労者世帯（平均世帯人員 3.45 人、世帯主の平均年齢 50.3 歳）の

実収入は、１世帯当たり１か月平均 554,807 円となり、全国平均（平均世帯人員 3.35 人、世帯主の

平均年齢 49.1 歳）の 533,820 円と比較すると、20,987 円上回っています。 

 実収入の内訳をみると、世帯主勤め先収入は 475,786 円（85.8％）、配偶者勤め先収入は 33,882

円（6.1％）などとなっており、全国平均と比較すると、世帯主勤め先収入では 56,351 円上回り、配

偶者勤め先収入では 31,450 円下回っています。（表１・図１） 

 

（２）収入と支出のバランス 

 実収入から、直接税や社会保険料等の非消費支出（106,745 円）を引いた、可処分所得（手取り収

入）は 448,062 円となりました。また、可処分所得から消費支出（318,903 円）を引いた黒字は､129,159

円でした。なお、黒字には、金融貯蓄や住宅ローン等の返済等が含まれます。（表１・図１） 

 

表１  勤労者世帯の収入と支出

実額(円) 構成比(%) 実額(円) 構成比(%)

554,807 100.0 533,820 100.0

勤め先収入 517,168 93.2 493,834 92.5

世帯主 475,786 85.8 419,435 78.6

配偶者 33,882 6.1 65,332 12.2

他の世帯員 7,500 1.4 9,067 1.7

37,639 6.8 39,986 7.5

1,734 0.3 2,617 0.5

28,470 5.1 29,351 5.5

7,435 1.3 7,937 1.5

0 0.0 81 0.0

106,745 19.2 99,405 18.6

448,062 80.8 434,415 81.4

318,903 57.5 313,057 58.6

129,159 23.3 121,358 22.7

*黒字率＝黒字÷可処分所得×100

1.69人 1.74人

区分 奈良市 全国

平均世帯人員　（世帯主の平均年齢） 3.45人（50.3歳）

事業・内職収入

他の経常収入

特別収入

実収入

有業人員

農林漁業収入

その他の収入

黒字率*

3.35人（49.1歳）

28.8% 27.9%

非消費支出

可処分所得

消費支出

黒字



   

 

２．二人以上の世帯 （概 要） 

 

（１）支出の動向 

二人以上の世帯の１世帯当たり１か月平均の消費支出は、奈良市では 303,831円（平均世帯人員 2.95

人、世帯主の平均年齢 61.3 歳）、全国では 283,027 円（平均世帯人員 2.98 人、世帯主の平均年齢 59.6

歳）となりました。 

前年と比べると、奈良市では名目で 6.1％の減少、実質で 6.7％の減少、全国では名目で 0.3％の増

加、実質では 0.3％の減少となりました。  

 (表２－１、表２－２) 

 

表２-１　奈良市の消費支出の推移
27年=100

世帯人員

（人）

１世帯当たり
消費支出

（円）

名目増減率

（％）

実質増減率

(％)

消費者

物価指数

平成20年 3.02 338,445 -0.2 -1.6 99.1

平成21年 3.18 329,130 -2.8 -0.7 97.1

平成22年 2.99 318,381 -3.3 -2.3 96.1

平成23年 3.15 301,667 -5.2 -4.9 95.7

平成24年 3.05 315,513 4.6 4.9 95.4

平成25年 3.04 307,879 -2.4 -2.7 95.7

平成26年 2.99 324,605 5.4 2.1 98.8

平成27年 2.97 334,972 3.2 2.0 100.0

平成28年 2.87 323,726 -3.4 -3.2 99.8

平成29年 2.95 303,831 -6.1 -6.7 100.4

※消費者物価指数は、持ち家の帰属家賃を除く総合指数

図 1  収入と支出の内訳（単位：円） 

 



 

 

（２）１０大費目別にみた支出の特徴（図２） 

 奈良市の１世帯当たり１か月平均の消費支出を１０大費目別にみると、全国平均に比べ、「被服・

履物」「保健医療」「教育」「教養娯楽」への支出割合が高くなっています。 

また、前年に比べ、「光熱・水道」「教育」「その他の消費支出」への支出割合が高くなっていま

す。 

 

 

表２－２　全国の消費支出の推移
27年=100

世帯人員

（人）

１世帯当たり
消費支出

（円）

名目増減率

（％）

実質増減率

(％)

消費者

物価指数

平成20年 3.13 296,932 -0.3 -1.8 97.8

平成21年 3.11 291,737 -1.7 -0.3 96.4

平成22年 3.09 290,244 -0.5 0.3 95.6

平成23年 3.08 282,955 -2.5 -2.3 95.4

平成24年 3.07 286,169 1.1 1.1 95.4

平成25年 3.05 290,454 1.5 1.1 95.8

平成26年 3.03 291,194 0.3 -3.0 99.0

平成27年 3.02 287,373 -1.3 -2.3 100.0

平成28年 2.99 282,188 -1.8 -1.7 99.9

平成29年 2.98 283,027 0.3 -0.3 100.5

※消費者物価指数は、持ち家の帰属家賃を除く総合指数

図２  消費支出の１０大費目別内訳 

 


